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(57)【要約】
本発明は、表示スクリーンアセンブリ、端末及び表示ス
クリーンの制御方法に関し、表示スクリーン分野に属す
る。表示スクリーンアセンブリは、表示スクリーン、ゲ
ート駆動回路及び駆動ＩＣを含み、表示スクリーンには
、順に配列されたｎ行のピクセル行が配置され、各々の
ピクセル行毎に、１本のゲート線がそれぞれ対応され、
ゲート駆動回路は、ｎ行のゲート線に接続され、駆動Ｉ
Ｃは、少なくとも２本の信号線を介して、ゲート駆動回
路に接続され、第１信号線とゲート駆動回路との接続位
置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号線とゲー
ト駆動回路との接続位置は、ｊ行目のゲート線に対応さ
れ、但し、信号線は、フレーム起動信号を伝送するため
の信号線であり、ｉ、ｊは、正の整数であり、且つ、ｉ
≠ｊである。本発明によって提供する表示スクリーンア
センブリは、フルスクリーン表示機能及び一部表示機能
を有し、互いに異なる表示モードにおいて、各表示モー
ドの表示領域のサイズが互いに異なるようにすることが
できる。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示スクリーン、ゲート駆動回路及び駆動ＩＣを含み、
上記表示スクリーンには、順に配列されたｎ行のピクセル行が配置され、各々の上記ピク
セル行毎に、１本のゲート線がそれぞれ対応され、
上記ゲート駆動回路は、ｎ行の上記ゲート線に接続され、
上記駆動ＩＣは、少なくとも２本の信号線を介して、上記ゲート駆動回路に接続され、第
１信号線と上記ゲート駆動回路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号
線と上記ゲート駆動回路との接続位置は、ｊ行目のゲート線に対応され、
但し、上記信号線は、フレーム起動信号を伝送するための信号線であり、ｉ、ｊは、正の
整数であり、且つ、ｉ≠ｊである
ことを特徴とする表示スクリーンアセンブリ。
【請求項２】
上記駆動ＩＣは、第１表示モードにおいて、上記第１信号線を介して上記ゲート駆動回路
に第１フレーム起動信号を送信し、
上記ゲート駆動回路は、上記第１フレーム起動信号を受信すると、上記ｉ行目のゲート線
から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査し、
上記駆動ＩＣは、第２表示モードにおいて、上記第２信号線を介して上記ゲート駆動回路
に第２フレーム起動信号を送信し、
上記ゲート駆動回路は、上記第２フレーム起動信号を受信すると、上記ｊ行目のゲート線
から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する
ことを特徴とする請求項１に記載の表示スクリーンアセンブリ。
【請求項３】
上記ゲート駆動回路は、奇数行ゲート駆動回路及び偶数行ゲート駆動回路を含み、
上記奇数行ゲート駆動回路は、ｎ行の上記ゲート線の中の奇数行のゲート線に接続され、
上記偶数行ゲート駆動回路は、ｎ行の上記ゲート線の中の偶数行のゲート線に接続される
ことを特徴とする請求項１に記載の表示スクリーンアセンブリ。
【請求項４】
上記ゲート駆動回路は、ＧＯＡであり、上記ゲート駆動回路は、カスケード接続された複
数のＧＯＡユニットを含み、上記ＧＯＡユニットと上記ゲート線とは一対一で対応される
ことを特徴とする請求項１に記載の表示スクリーンアセンブリ。
【請求項５】
上記ｉ＝１であり、上記ｊ＞１である
ことを特徴とする請求項１乃至４の中のいずれか１項に記載の表示スクリーンアセンブリ
。
【請求項６】
上記信号線は、３本以上の信号線からなり、各組の信号線と上記ゲート駆動回路との接続
位置は、互いに異なる上記ゲート線に対応される
ことを特徴とする請求項１乃至４の中のいずれか１項に記載の表示スクリーンアセンブリ
。
【請求項７】
プロセッサ及び請求項１乃至６の中のいずれか１項に記載の表示スクリーンアセンブリを
含み、
上記プロセッサは、上記表示スクリーンアセンブリ中の上記駆動ＩＣに接続される
ことを特徴とする端末。
【請求項８】
請求項１乃至６の中のいずれか１項に記載の表示スクリーンアセンブリに応用される表示
スクリーンの制御方法であって、
上記駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、上記第１信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第１フレーム起動信号を送信するステップと、
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上記ゲート駆動回路により、上記第１フレーム起動信号を受信した後、上記ｉ行目のゲー
ト線からｎ行目のゲート線まで、順次走査するステップと、
上記駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、上記第２信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第２フレーム起動信号を送信するステップと、
上記ゲート駆動回路により、上記第２フレーム起動信号を受信した後、上記ｊ行目のゲー
ト線からｎ行目のゲート線まで、順次走査するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
上記駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、上記第１信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第１フレーム起動信号を送信するステップは、
上記駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１周期に従って、上記第１信号線を介
して、上記第１フレーム起動信号を周期的に上記ゲート駆動回路に送信するステップ
を含み、
但し、上記第１周期は、第１パラメータと正比例関係を有し、上記第１パラメータは、上
記ｉ行目のゲート線から上記ｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
上記駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、上記第２信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第２フレーム起動信号を送信するステップは、
上記駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２周期に従って、上記第２信号線を介
して、上記第２フレーム起動信号を周期的に上記ゲート駆動回路に送信するステップ
を含み、
但し、上記第２周期は、第２パラメータと正比例関係を有し、上記第２パラメータは、上
記ｊ行目のゲート線から上記ｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
上記駆動ＩＣは、モード選択命令を受信し、上記モード選択命令に基づいて現在の表示モ
ードを特定する
ことを特徴とする請求項８乃至１０の中のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
請求項７に記載の端末に応用される表示スクリーンの制御方法であって、
上記プロセッサにより、上記駆動ＩＣにモード選択命令を送信するステップと、
上記駆動ＩＣにより、モード選択命令を受信し、上記モード選択命令に基づいて現在の表
示モードを特定するステップと、
上記駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、上記第１信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第１フレーム起動信号を送信するステップと、
上記ゲート駆動回路により、上記第１フレーム起動信号を受信した後、上記ｉ行目のゲー
ト線からｎ行目のゲート線まで、順次走査するステップと、
上記駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、上記第２信号線を介して上記ゲート駆動
回路に第２フレーム起動信号を送信するステップと、
上記ゲート駆動回路により、上記第２フレーム起動信号を受信した後、上記ｊ行目のゲー
ト線からｎ行目のゲート線まで、順次走査するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示スクリーン分野に関し、特に、表示スクリーンアセンブリ、端末及び表示
スクリーンの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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表示スクリーンは、モバイル端末の最も重要な入出力装置であり、また、モバイル端末の
消費電力が最も多い装置でもある。
【０００３】
表示スクリーンは、表示スクリーンの消費電力を削減するために、スクリーンオン状態及
びスクリーンオフ状態の間を切り替えることになる。表示スクリーンは、スクリーンオフ
状態からスクリーンオン状態に切り替える際に、表示スクリーンの表示領域全体が、運行
状態に入って、表示を実行する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明は、表示スクリーンの表示領域全体が運行状態に入るため消費電力がより多くなる
問題を解決するために、表示スクリーンアセンブリ、端末及び表示スクリーンの制御方法
を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明に係る実施例の第１の態様によると、表示スクリーンアセンブリを提供する。
【０００６】
上記表示スクリーンアセンブリは、表示スクリーン、ゲート駆動回路及び駆動ＩＣを含み
、
表示スクリーンには、順に配列されたｎ行のピクセル行が配置されており、各々のピクセ
ル行毎に、１本のゲート線がそれぞれ対応され、
ゲート駆動回路は、ｎ行のゲート線に接続され、
駆動ＩＣは、少なくとも２本の信号線を介して、ゲート駆動回路に接続され、第１信号線
とゲート駆動回路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号線とゲート駆
動回路との接続位置は、ｊ行目のゲート線に対応され、
但し、上記信号線は、フレーム起動信号を伝送するための信号線であり、ｉ、ｊは、正の
整数であり、且つ、ｉ≠ｊである。
【０００７】
オプションの一実施形態において、駆動ＩＣは、第１表示モードにおいて、第１信号線を
介して、ゲート駆動回路に第１フレーム起動信号を送信し、ゲート駆動回路は、第１フレ
ーム起動信号を受信すると、ｉ行目のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査し
、
駆動ＩＣは、第２表示モードにおいて、第２信号線を介して、ゲート駆動回路に第２フレ
ーム起動信号を送信し、ゲート駆動回路は、第２フレーム起動信号を受信すると、ｊ行目
のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【０００８】
オプションの一実施形態において、ゲート駆動回路は、奇数行ゲート駆動回路及び偶数行
ゲート駆動回路を含み、
奇数行ゲート駆動回路は、ｎ行のゲート線の中の奇数行のゲート線に接続され、
偶数行ゲート駆動回路は、ｎ行のゲート線の中の偶数行のゲート線に接続される。
【０００９】
オプションの一実施形態において、ゲート駆動回路は、ＧＯＡであり、ゲート駆動回路は
、カスケード接続された複数のＧＯＡユニットを含み、ＧＯＡユニットとゲート線とは一
対一で対応される。
【００１０】
オプションの一実施形態において、ｉ＝１であり、ｊ＞１である。
【００１１】
オプションの一実施形態において、信号線は、３本以上あり、各々の信号線とゲート駆動
回路との接続位置は、互いに異なるゲート線に対応される。
【００１２】
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本発明に係る実施例の第２の態様によると、端末を提供する。
【００１３】
上記端末は、プロセッサ及び第１の態様、或いは、第１の態様のいずれのオプションび実
施形態の表示スクリーンアセンブリを含み、
プロセッサは、表示スクリーンアセンブリ中の駆動ＩＣに接続される。
【００１４】
本発明に係る実施例の第３の態様によると、第１の態様に記載の表示スクリーンアセンブ
リに応用される、表示スクリーンの制御方法を提供する。
【００１５】
上記方法は、
駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１信号線を介して、ゲート駆動回路に第１
フレーム起動信号を送信するステップと、
ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、ｉ行目のゲート線からｎ行
目のゲート線まで、順次走査するステップと、
駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２信号線を介して、ゲート駆動回路に第２
フレーム起動信号を送信するステップと、
ゲート駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、ｊ行目のゲート線から、ｎ
行目のゲート線まで、順次走査するするステップと
を含む。
【００１６】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１信号線を介して、ゲ
ート駆動回路に第１フレーム起動信号を送信するステップは、
駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１周期に従って、第１信号線を介して、第
１フレーム起動信号を周期的にゲート駆動回路に送信し、第１周期は、第１パラメータと
正比例関係を有し、第１パラメータは、ｉ行目のゲート線からｎ行目のゲート線までの間
のゲート線の合計数である。
【００１７】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２信号線を介して、ゲ
ート駆動回路に第２フレーム起動信号を送信するステップは、
駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２周期に従って、第２信号線を介して、第
２フレーム起動信号を周期的にゲート駆動回路に送信し、第２周期は、第２パラメータと
正比例関係を有し、第２パラメータは、ｊ行目のゲート線からｎ行目のゲート線までの間
のゲート線の合計数である。
【００１８】
オプションとして、駆動ＩＣは、モード選択命令を受信して、モード選択命令に基づいて
現在の表示モードを特定する。
【００１９】
本発明に係る実施例の第４の態様によると、第４の態様に記載の端末に応用される、表示
スクリーンの制御方法を提供する。
【００２０】
当該方法は、
プロセッサにより、駆動ＩＣにモード選択命令を送信するステップと、；
駆動ＩＣにより、モード選択命令を受信して、モード選択命令に基づいて現在の表示モー
ドを特定するステップと、
駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１信号線を介して、ゲート駆動回路に第１
フレーム起動信号を送信するステップと、
ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、ｉ行目のゲート線からｎ行
目のゲート線まで、順次走査するステップと、
駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２信号線を介して、ゲート駆動回路に第２
フレーム起動信号を送信するステップと、
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ゲート駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、ｊ行目のゲート線から、ｎ
行目のゲート線まで、順次走査するステップと
を含む。
【発明の効果】
【００２１】
本実施例によると、フレーム起動信号を伝送するための信号線を少なくとも２本を提供し
、第１信号線とゲート駆動回路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号
線とゲート駆動回路との接続位置は、ｊ行目のゲート線に対応される。それで、駆動ＩＣ
は、ｉ行目のゲート線から順次走査する機能、及び、ｊ行目のゲート線から順次走査する
機能を有することになる。このようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異なる表
示モードにおいて作動するように制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイズが
互いに異なるようにする効果を得た。
【００２２】
以上の統括な記述と以下の細部記述は、ただ例示的なものであり、本発明を制限するもの
ではないと、理解するべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
ここでの図面は、明細書に合併されて本明細書の一部を構成して本発明に合致する実施例
を示し、明細書とともに本発明の原理を説明するのに用いられる。
【図１Ａ】例示的な一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図である
。
【図１Ｂ】図１Ａの実施例に示した表示スクリーンアセンブリの第１運行モードの運行を
示す模式図である。
【図１Ｃ】図１Ａの実施例に示した表示スクリーンアセンブリの第２運行モードの運行を
示す模式図である。
【図２Ａ】例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図で
ある。
【図２Ｂ】図２Ａの実施例に示した表示スクリーンアセンブリの第１運行モードの運行を
示す模式図である。
【図２Ｃ】図２Ａの実施例に示した表示スクリーンアセンブリの第２運行モードの運行を
示す模式図である。
【図２Ｄ】図２Ａの実施例に示した表示スクリーンアセンブリの第２運行モードの運行を
示す模式図である。
【図３】例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図であ
る。
【図４】例示的なもう一実施例に係る端末の構成を示す模式図である。
【図５】例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの制御方法を示すフロー
チャートである。
【図６】例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの制御方法を示すフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
ここで、例示的な実施例を詳細に説明する。また、説明中の例は、図面に示している。以
下の記述において、図面を説明する際に特に説明しない場合、異なる図面中の同一の符号
は、同一或は同様な要素を意味する。以下の例示的な実施例において記述する実施方法は
、本発明に合致するすべての実施方法を代表しない。逆に、それらは、添付の特許請求の
範囲において詳細に記述された、本発明のいくつかの態様と合致する装置、及び方法の例
に過ぎない。
【００２５】
表示スクリーンは、情報を表示する際に、いつも、フルスクリーンで表示する必要がない



(7) JP 2018-513988 A 2018.5.31

10

20

30

40

50

。例えば、携帯電話は、未読のＳＭＳを表示する際に、表示スクリーン中の一部の表示領
域に表示させてもよい。本発明に係る実施例は、表示スクリーンの消費電力を削減するた
めに、複数の表示モードを有する表示スクリーンアセンブリを提供して、互いに異なる表
示モードに対応される表示領域のサイズを互いに異なるようにすることにより、フルスク
リーン表示及び一部表示を同時にサポートすることを実現し、さらに、複数の互いに異な
るサイズの一部表示を実現した。
【００２６】
図１Ａは、例示的な一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図である
。当該表示スクリーンアセンブリは、表示スクリーン１２０、ゲート駆動回路１４０及び
駆動集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、ＩＣ）１６０を含む。
【００２７】
表示スクリーン１２０には、順に配列されたｎ行のピクセル行１２２が配置され、各々の
ピクセル行１２２毎に、１本のゲート線（Ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）１２４が対応される。オ
プションとして、各々のピクセル行１２２毎に、それぞれ、ｍ個のピクセルユニットを含
まれている。例えば、解像度が３２０＊２４０である表示スクリーンは、２４０行のピク
セル行１２２を含み、各々のピクセル行毎に、それぞれ、３２０個のピクセルユニット（
図面では、一部のピクセル行のみを示した）を含む。
【００２８】
ゲート駆動回路１４０には、ｎ行のゲート線１２４が接続される。ゲート駆動回路１４０
は、ｎ行のゲート線１２４を、順次走査する機能を有する。各々のピクセル行１２２は、
それぞれ対応されるゲート線１２４が走査信号を受信すると、運行状態に入る。オプショ
ンとして、ゲート駆動回路１４０は、アレイ基板ゲート駆動（Ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　
ｏｎ　Ａｒｒａｙ、ＧＯＡ）である。ゲート駆動回路は、カスケード接続された複数のＧ
ＯＡユニット（図示を省略）を含み、ＧＯＡユニットは、ゲート線１２４に一対一で対応
される。例えば、ｉ番目のＧＯＡユニットは、ｉ行目のゲート線１２４に接続される。
【００２９】
駆動ＩＣ１６０は、少なくとも２本の信号線を介して、ゲート駆動回路１４０に接続され
る。当該信号線は、フレーム起動信号を伝送するための信号線であり、フレーム起動信号
は、垂直同期起動信号（Ｓｔａｒｔ　ＶｅｒｔＩＣａｌ、ＳＴＶ）とも呼ばれ、各々の画
像フレームが表示を開始するようにするための信号である。
【００３０】
第１信号線１６２とゲート駆動回路１４０との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され
る。本実施例は、ｉ行目のゲート線が１行目のゲート線である例を挙げて、説明する。
【００３１】
第２信号線１６４とゲート駆動回路１４０との接続位置１６８は、ｊ行目のゲート線に対
応される。本実施例は、ｊ行目のゲート線が２００行目のゲート線である例を挙げて、説
明する。
【００３２】
駆動ＩＣ１６０は、互いに異なる表示モードにしてもよい。当該表示モードは、第１表示
モード及び第２表示モードを含む。
【００３３】
駆動ＩＣ１６０の第１表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００３４】
駆動ＩＣ１６０は、第１表示モードにおいて、第１信号線１６２を介して、上記ゲート駆
動回路１４０に第１フレーム起動信号を送信する。
【００３５】
ゲート駆動回路１４０は、第１フレーム起動信号を受信すると、ｉ行目のゲート線から、
ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００３６】
オプションとして、ｎ＝２４０である例を挙げると、ｉ行目のゲート線から、ｎ行目のゲ
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ート線まで、順次走査するとことは、第１周期に従って、ｉ行目のゲート線、ｉ＋１行目
のゲート線、ｉ＋２行目のゲート線、…、２４０行目のゲート線に、順に、走査信号を送
信することにより、各々のピクセル行が、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を受信
すると、運行状態に入るようにすることを示す。
【００３７】
ｉ＝１であると、ゲート駆動回路１４０は、１行目のゲート線から、２４０行目のゲート
線まで、順次走査して、１フレームの画像フレームの表示を完成する。この場合に、表示
スクリーン１２０は、フルスクリーン表示を行うことになる。表示領域のサイズは、図１
Ｂに示したように、表示スクリーン全体になる。
【００３８】
オプションとして、表示スクリーン１２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ１６０は、ゲート駆動回路１４０に第１フレーム起動信号を、１回、送信する。
【００３９】
駆動ＩＣ１６０の第２表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００４０】
駆動ＩＣ１６０は、第２表示モードにおいて、第２信号線１６４を介して、ゲート駆動回
路１４０に第２フレーム起動信号を送信する。
【００４１】
ゲート駆動回路１４０は、第２フレーム起動信号を受信すると、ｊ行目のゲート線から、
ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００４２】
オプションとして、ｎ＝２４０である例を挙げると、ｊ行目のゲート線から、ｎ行目のゲ
ート線まで、順次走査することとは、第２周期に従って、ｊ行目のゲート線、ｊ＋１行目
のゲート線、ｊ＋２行目のゲート線、…、２４０行目のゲート線に、順に、走査信号を送
信することにより、各々のピクセル行が、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を受信
すると、運行状態に入るようにすることを示す。
【００４３】
ｊ＝２００であると、ゲート駆動回路１４０は、２００行目のゲート線から、２４０行目
のゲート線まで、順次走査して、１フレームの画像フレームの表示を完成する。この場合
に、表示スクリーン１２０は、一部表示を行うことになり、表示領域のサイズは、図１Ｃ
に示したように、２００行目のピクセル行から２４０行目のピクセル行までのピクセル行
から構成された領域になる。
【００４４】
オプションとして、表示スクリーン１２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ１６０は、ゲート駆動回路１４０に第２フレーム起動信号を、１回、送信する。
【００４５】
上記のように、本実施例によって提供する表示スクリーンアセンブリによると、フレーム
起動信号を伝送するための信号線を少なくとも２本を提供し、第１信号線とゲート駆動回
路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号線とゲート駆動回路との接続
位置は、ｊ行目のゲート線に対応される。それで、駆動ＩＣは、ｉ行目のゲート線から順
次走査する機能、及び、ｊ行目のゲート線から順次走査する機能を有することになる。こ
のようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異なる表示モードにおいて作動するよ
うに制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイズが互いに異なるようにする効果
を得た。
【００４６】
図１Ａの実施例においては、フレーム起動信号を伝送するための信号線が２本ある例を挙
げて、説明した。しかし、その他の実施例において、上記の信号線の本数は、３本以上で
あってもよい。各組の信号線と上記ゲート駆動回路との接続位置は、互いに異なる上記ゲ
ート線に対応される。
【００４７】
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図２Ａは、例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図で
ある。本実施例は、フレーム起動信号を伝送するための信号線が３本ある例を挙げて説明
する。当該表示スクリーンアセンブリは、表示スクリーン２２０、ゲート駆動回路２４０
及び駆動集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、ＩＣ）２６０を含む。
【００４８】
表示スクリーン２２０には、順に配列されたｎ行のピクセル行２２２が配置され、各々の
ピクセル行２２２毎に、１本のゲート線（Ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）２２４が対応される。オ
プションとして、各々のピクセル行２２２毎に、それぞれ、ｍ個のピクセルユニットが対
応される。例えば、解像度が１９２０＊１０８０である表示スクリーンは、１０８０行の
ピクセル行２２２を含み、各々のピクセル行毎に、それぞれ、１９２０個のピクセルユニ
ットを含む。
【００４９】
ゲート駆動回路２４０には、ｎ行のゲート線２２４が接続される。ゲート駆動回路２４０
は、ｎ行のゲート線２２４を、順次走査する機能を有する。各々のピクセル行２２２は、
それぞれ対応されるゲート線２２４が走査信号を受信すると、運行状態に入る。オプショ
ンとして、ゲート駆動回路２４０は、アレイ基板ゲート駆動（Ｇａｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　
ｏｎ　Ａｒｒａｙ、ＧＯＡ）である。ゲート駆動回路は、カスケード接続された複数のＧ
ＯＡユニット（図示を省略）を含み、ＧＯＡユニットは、ゲート線２２４に一対一で対応
される。例えば、ｉ番目のＧＯＡユニットは、ｉ行目のゲート線２２４に接続される。
【００５０】
駆動ＩＣ２６０は、３本の信号線を介して、ゲート駆動回路２４０に接続される。当該信
号線は、フレーム起動信号を伝送するための信号線であり、フレーム起動信号は、垂直同
期起動信号（Ｓｔａｒｔ　ＶｅｒｔＩＣａｌ、ＳＴＶ）とも呼ばれ、各々の画像フレーム
が表示を開始するようにするための信号である。
【００５１】
第１信号線２６２とゲート駆動回路２４０との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され
る。本実施例は、ｉ行目のゲート線が１行目のゲート線である例を挙げて、説明する。
【００５２】
第２信号線２６４とゲート駆動回路２４０との接続位置は、ｊ行目のゲート線に対応され
る。本実施例は、ｊ行目のゲート線が５４１行目のゲート線である例を挙げて、説明する
。
【００５３】
第３信号線２６６とゲート駆動回路２４と０の接続位置は、ｋ行目のゲート線に対応され
る。本実施例は、ｋ行目のゲート線是１００１行目のゲート線である例を挙げて、説明す
る。
【００５４】
駆動ＩＣ２６０は、互いに異なる表示モードにしてもよい。当該表示モードは、第１表示
モード、第２表示モード及び第３表示モードを含む。
【００５５】
駆動ＩＣ２６０の第１表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００５６】
駆動ＩＣ２６０は、第１表示モードにおいて、第１信号線２６２を介して、上記ゲート駆
動回路２４０に第１フレーム起動信号を送信する。
【００５７】
ゲート駆動回路２４０は、第１フレーム起動信号を受信すると、ｉ行目のゲート線から、
ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００５８】
オプションとして、ｎ＝１０８０である例を挙げると、ｉ行目のゲート線から、ｎ行目の
ゲート線まで、順次走査することとは、第１周期に従って、ｉ行目のゲート線、ｉ＋１行
目のゲート線、ｉ＋２行目のゲート線、…、１０８０行目のゲート線に、順に、走査信号
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を送信することにより、各々のピクセル行が、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を
受信すると、運行状態に入るようにすることを示す。
【００５９】
ｉ＝１であると、ゲート駆動回路２４０は、１行目のゲート線から、１０８０行目のゲー
ト線まで、順次走査して、１フレームの画像フレームの表示を完成する。この場合に、表
示スクリーン２２０は、フルスクリーン表示を行うことになる。表示領域のサイズは、図
２Ｂに示したように、表示スクリーン全体になる。
【００６０】
オプションとして、表示スクリーン２２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ２６０は、ゲート駆動回路２４０に、第１フレーム起動信号を、１回、送信する。
【００６１】
駆動ＩＣ２６０の第２表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００６２】
駆動ＩＣ２６０は、第２表示モードにおいて、第２信号線２６４を介して、ゲート駆動回
路２４０に、第２フレーム起動信号を送信する。
【００６３】
ゲート駆動回路２４０は、第２フレーム起動信号を受信すると、ｊ行目のゲート線から、
ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００６４】
オプションとして、ｎ＝１０８０である例を挙げると、ｊ行目のゲート線から、ｎ行目の
ゲート線まで、順次走査することとは、第２周期に従って、ｊ行目のゲート線、ｊ＋１行
目のゲート線、ｊ＋２行目のゲート線、…、１０８０行目のゲート線に、順に、走査信号
を送信することにより、各々のピクセル行が、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を
受信すると、運行状態に入るようにすることを示す。
【００６５】
ｊ＝５４１であると、ゲート駆動回路２４０は、５４１行目のゲート線から、１０８０行
目のゲート線まで、順次走査して、１フレームの画像フレームの表示を完成する。この場
合に、表示スクリーン２２０は、一部表示を行うことになる。表示領域のサイズは、図２
Ｃに示したように、５４１行目のピクセル行から１０８０行目のピクセル行までのピクセ
ル行から構成された領域である。
【００６６】
オプションとして、表示スクリーン２２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ２６０は、ゲート駆動回路に２４０に、第２フレーム起動信号を、１回、送信する。
【００６７】
駆動ＩＣ２６０の第３表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００６８】
駆動ＩＣ２６０は、第３表示モードにおいて、第３信号線２６６を介して、ゲート駆動回
路２４０に、第３フレーム起動信号を送信する。
【００６９】
ゲート駆動回路２４０は、第３フレーム起動信号を受信すると、ｋ行目のゲート線から、
ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００７０】
オプションとして、ｎ＝１０８０である例を挙げると、ｋ行目のゲート線から、ｎ行目の
ゲート線まで、順次走査することとは、第３周期に従って、ｋ行目のゲート線、ｋ＋１行
目のゲート線、ｋ＋２行目のゲート線、…、１０８０行目のゲート線に、順に、走査信号
を送信することにより、各々のピクセル行が、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を
受信すると、運行状態に入るようにすることを示す。
【００７１】
ｋ＝１００１であると、ゲート駆動回路２４０は、１００１行目のゲート線から、１０８
０行目のゲート線まで順次走査して、１フレームの画像フレームの表示を完成する。この
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場合に、表示スクリーン２２０は、一部表示を行うことになる。表示領域のサイズは、図
２Ｄに示したように、１００１行目のピクセル行から１０８０行目のピクセル行までのピ
クセル行から構成された領域である。
【００７２】
オプションとして、表示スクリーン２２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ２６０は、ゲート駆動回路に２４０に、第３フレーム起動信号を、１回、送信する。
【００７３】
上記のように、本実施例によって提供する表示スクリーンアセンブリによると、フレーム
起動信号を伝送するための信号線を少なくとも２本を提供し、第１信号線とゲート駆動回
路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号線とゲート駆動回路との接続
位置は、ｊ行目のゲート線に対応される。それで、駆動ＩＣは、ｉ行目のゲート線から順
次走査する機能、及び、ｊ行目のゲート線から順次走査する機能を有することになる。こ
のようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異なる表示モードにおいて作動するよ
うに制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイズが互いに異なるようにする効果
を得た。
【００７４】
本実施例によって提供する表示スクリーンアセンブリによると、３本以上の信号線を提供
し、第１信号線とゲート駆動回路との接続位置は、１行目のゲート線に対応される。それ
で、表示スクリーンが、フルスクリーン表示モード及び２種の互いに異なるサイズの一部
表示モードの中の何れか１種の表示モードで運行されるようにする。
【００７５】
図１Ａの実施例及び図２Ａの実施例において、ゲート駆動回路は、一つの全体的な回路で
ある。一実施例において、ゲート駆動回路は、奇数行ゲート駆動回路及び偶数行ゲート駆
動回路から構成されてもよい。以下の実施例を参照して、説明する。
【００７６】
図３は、例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンアセンブリの構成を示す模式図であ
る。当該表示スクリーンアセンブリは、表示スクリーン３２０、奇数行ゲート駆動回路３
４０、偶数行ゲート駆動回路３６０及び駆動集積回路（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃ
ｕｉｔ、ＩＣ）３８０を含む。
【００７７】
表示スクリーン３２０には、順に配列されたｎ行のピクセル行３２２が配置され、各々の
ピクセル行３２２毎に、１本のゲート線（Ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）３２４が対応される。オ
プションとして、各々のピクセル行３２２毎に、それぞれ、ｍ個のピクセルユニットを含
む。例えば、解像度が１９２０＊１０８０である表示スクリーンは、１０８０行のピクセ
ル行３２２を含み、各々のピクセル行毎に、１９２０個のピクセルユニットをそれぞれ含
む。
【００７８】
奇数行ゲート駆動回路３４０には、ｎ行のゲート線２２４の中の奇数行目のゲート線が接
続される。即ち、１行目のゲート線、３行目のゲート線、５行目のゲート線、７行目のゲ
ート線、…、ｎ－１行目のゲート線（ｎ＝偶数）が接続される。
【００７９】
偶数行ゲート駆動回路３６０には、ｎ行のゲート線２２４の中の偶数行目のゲート線に接
続される。即ち、２行目のゲート線、４行目のゲート線、６行目のゲート線、８行目のゲ
ート線、…、ｎ行目のゲート線（ｎ＝偶数）が接続される。
【００８０】
奇数行ゲート駆動回路３４０は、ｎ行のゲート線２２４の中の奇数行目のゲート線を、順
次走査の機能を有する。偶数行ゲート駆動回路３４０は、ｎ行のゲート線２２４中の偶数
行のゲート線を順次走査する機能を有する。奇数行ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲー
ト駆動回路３６０は、協力して運行することにより、１行目のゲート線からｎ行目のゲー
ト線までのゲート線に対する順次走査を完成する。各々のピクセル行３２２は、対応され
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るゲート線３２４が走査信号を受信すると、運行状態に入る。オプションとして、奇数行
ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０は、アレイ基板ゲート駆動（Ｇａ
ｔｅ　ｄｒｉｖｅｒ　ｏｎ　Ａｒｒａｙ、ＧＯＡ）である。ゲート駆動回路は、カスケー
ド接続された複数のＧＯＡユニット（図示を省略）を含み、ＧＯＡユニットは、ゲート線
３２４に一対一で対応される。例えば、ｉ番目のＧＯＡユニットは、ｉ行目のゲート線２
２４に接続される。奇数行ゲート駆動回路３４０は、カスケード接続された奇数ＧＯＡユ
ニットを含み、偶数行ゲート駆動回路３６０は、カスケード接続された偶数ＧＯＡユニッ
トを含み。
【００８１】
駆動ＩＣ３８０は、２組の信号線を介して、ゲート駆動回路に接続され、各々の信号線は
、それぞれ、２本の信号線を含む。ここで、１本の信号線は、奇数行ゲート駆動回路３４
０に接続され、もう１本の信号線は、偶数行ゲート駆動回路３６０に接続される。当該信
号線は、フレーム起動信号を伝送するための信号線であり、フレーム起動信号は、垂直同
期起動信号（Ｓｔａｒｔ　ＶｅｒｔＩＣａｌ、ＳＴＶ）とも呼ばれ、各々の画像フレーム
が表示を開始するようにするための信号である。
【００８２】
第１の組の信号線３６２とゲート駆動回路との接続位置３６４は、ｉ行目のゲート線に対
応される。
【００８３】
第２の組の信号線３６６とゲート駆動回路の接続位置３６８は、ｊ行目のゲート線に対応
される。
【００８４】
オプションとして、駆動ＩＣ３８０は、第１表示モード及び第２表示モードのような２種
の運行状態を有する。
【００８５】
駆動ＩＣ３８０の第１表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００８６】
駆動ＩＣ３８０は、第１表示モードにおいて、第１の組の信号線３６２を介して、奇数行
ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０に、第１フレーム起動信号を送信
する。
【００８７】
奇数行ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０は、第１フレーム起動信号
を受信すると、ｉ行目のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００８８】
オプションとして、表示スクリーン３２０に各々の画像フレームを表示させる際に、駆動
ＩＣ３８０は、奇数行ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０に、第１フ
レーム起動信号を、１回、送信する。
【００８９】
駆動ＩＣ３８０の第２表示モードにおいての運行過程は、以下のとおりである。
【００９０】
駆動ＩＣ３８０は、第２表示モードにおいて、第２の組の信号線３６６を介して、奇数行
ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０に、第２フレーム起動信号を送信
する。
【００９１】
奇数行ゲート駆動回路３４０及び偶数行ゲート駆動回路３６０は、第２フレーム起動信号
を受信すると、ｊ行目のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【００９２】
上記のように、本実施例によって提供する表示スクリーンアセンブリによると、フレーム
起動信号を伝送するための信号線を少なくとも２本を提供し、第１信号線とゲート駆動回
路との接続位置は、ｉ行目のゲート線に対応され、第２信号線とゲート駆動回路との接続
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位置は、ｊ行目のゲート線に対応される。それで、駆動ＩＣは、ｉ行目のゲート線から順
次走査する機能、及び、ｊ行目のゲート線から順次走査する機能を有することになる。こ
のようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異なる表示モードにおいて作動するよ
うに制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイズが互いに異なるようにする効果
を得た。
【００９３】
図４は、例示的な一実施例に係る端末の構成を示す模式図である。当該端末は、プロセッ
サ４２０及び表示スクリーンアセンブリ４４０を含む。
【００９４】
オプションとして、表示スクリーンアセンブリ４４０は、図１Ａに示した実施例、図２Ａ
に示した実施例及び図３に示した実施例の中の何れか一実施例によって提供する表示スク
リーンアセンブリである。表示スクリーンアセンブリ４４０は、表示スクリーン４４２、
ゲート駆動回路４４４及び駆動ＩＣ４４６を含む。
【００９５】
プロセッサ４２０は、表示スクリーンアセンブリ４４０中の駆動ＩＣ４４６に接続される
。
【００９６】
図５は、例示的な一実施例に係る表示スクリーンの制御方法の方法を示すフローチャート
である。本実施例は、当該方法を図１Ａ、図２Ａ及び図３の中の何れか一実施例中の表示
スクリーンアセンブリに応用する例を挙げて、説明する。当該方法は、以下のステップを
含む。
【００９７】
ステップ５０１において、駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１信号線を介し
て、ゲート駆動回路に第１フレーム起動信号を送信する。
【００９８】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１周期に従って、第１
信号線を介して、第１フレーム起動信号を、周期的に、ゲート駆動回路に送信する。
【００９９】
ここで、第１周期は、第１パラメータと正比例関係を有し、第１パラメータは、ｉ行目の
ゲート線からｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である。
【０１００】
ステップ５０２において、ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、
ｉ行目のゲート線からｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【０１０１】
各々のピクセル行は、それぞれ対応されるゲート線が走査信号を受信すると、運行状態に
入る。
【０１０２】
ステップ５０３において、駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２信号線を介し
て、ゲート駆動回路に第２フレーム起動信号を送信する。
【０１０３】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２周期に従って、第２
信号線を介して、第２フレーム起動信号を、周期的に、ゲート駆動回路に送信する。
【０１０４】
ここで、第２周期は、第２パラメータと正比例関係を有し、第２パラメータは、ｊ行目の
ゲート線からｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である。
【０１０５】
ステップ５０４において、ゲート駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、
ｊ行目のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【０１０６】
ステップ５０３及びステップ５０４を実行するタイミングと、ステップ５０１及びステッ
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プ５０２を実行するタイミングとに対しては、限定しないし、駆動ＩＣの現在の表示モー
ドによって決まることを、説明する必要がある。即ち、ステップ５０３及びステップ５０
４を、ステップ５０１及びステップ５０２の前で、実行してもよい。
【０１０７】
上記のように、本実施例によって提供する表示スクリーンの制御方法によると、駆動ＩＣ
により、第１表示モードにおいて、第１信号線を介して、ゲート駆動回路に第１フレーム
起動信号を送信し、ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、ｉ行目
のゲート線からｎ行目のゲート線まで、順次走査し、駆動ＩＣにより、第２表示モードに
おいて、第２信号線を介して、ゲート駆動回路に第２フレーム起動信号を送信し、ゲート
駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、ｊ行目のゲート線から、ｎ行目の
ゲート線まで、順次走査する。このようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異な
る表示モードにおいて作動するように制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイ
ズが互いに異なるようにする効果を得た。
【０１０８】
図６は、例示的なもう一実施例に係る表示スクリーンの制御方法の方法を示すフローチャ
ートである。本実施例は、当該方法を図４に実施例中の端末に応用する例を挙げて、説明
する。当該方法は、以下のステップを含む。
【０１０９】
ステップ６０１において、プロセッサにより、駆動ＩＣにモード選択命令を送信する。
【０１１０】
プロセッサは、現在の運行状態によって、駆動ＩＣにモード選択命令を送信する。モード
選択命令は、駆動ＩＣが少なくとも二つの表示モードの中から一つの表示モードを選択す
るように指示するための命令である。
【０１１１】
例えば、プロセッサは、現在の運行状態がビデオ再生であると、駆動ＩＣに、第１表示モ
ードを選択するためのモード選択命令を送信する。オプションとして、第１表示モードは
、フルスクリーン表示モードである。
【０１１２】
また、例えば、プロセッサは、現在の運行状態が未読のＳＭＳの表示であると、駆動ＩＣ
に、第２表示モードを選択するためのモード選択命令を送信する。オプションとして、第
２表示モードは、一部表示モードである。
【０１１３】
ステップ６０２において、駆動ＩＣにより、モード選択命令を受信して、モード選択命令
に基づいて現在の表示モードを特定する。
【０１１４】
ステップ６０３において、駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１信号線を介し
て、ゲート駆動回路に第１フレーム起動信号を送信する。
【０１１５】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第１表示モードにおいて、第１周期に従って、第１
信号線を介して、第１フレーム起動信号を、周期的に、ゲート駆動回路に送信する。
【０１１６】
ここで、第１周期は、第１パラメータと正比例関係を有し、第１パラメータは、ｉ行目の
ゲート線からｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である。
【０１１７】
ステップ６０４において、ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、
ｉ行目のゲート線からｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【０１１８】
各々のピクセル行は、対応されるゲート線が走査信号を受信すると、運行状態に入る。
【０１１９】
ステップ６０５において、駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２信号線を介し
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【０１２０】
オプションとして、駆動ＩＣにより、第２表示モードにおいて、第２周期に従って、第２
信号線を介して、第２フレーム起動信号を、周期的に、ゲート駆動回路に送信する。
【０１２１】
ここで、第２周期は、第２パラメータと正比例関係を有し、第２パラメータは、ｊ行目の
ゲート線からｎ行目のゲート線までの間のゲート線の合計数である。
【０１２２】
ステップ６０６において、ゲート駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、
ｊ行目のゲート線から、ｎ行目のゲート線まで、順次走査する。
【０１２３】
ステップ６０５及びステップ６０６を実行するタイミングと、ステップ６０３及びステッ
プ６０４を実行するタイミングとに対しては、限定しないし、駆動ＩＣの現在の表示モー
ドによって決まることを、説明する必要がある。即ち、ステップ６０５及びステップ６０
６を、ステップ６０３及びステップ６０４の前で、実行してもよい。
【０１２４】
上記のように、本実施例によって提供する表示スクリーンの制御方法によると、駆動ＩＣ
により、第１表示モードにおいて、第１信号線を介して、ゲート駆動回路に第１フレーム
起動信号を送信し、ゲート駆動回路により、第１フレーム起動信号を受信した後、ｉ行目
のゲート線からｎ行目のゲート線まで、順次走査し、駆動ＩＣにより、第２表示モードに
おいて、第２信号線を介して、ゲート駆動回路に第２フレーム起動信号を送信し、ゲート
駆動回路により、第２フレーム起動信号を受信した後、ｊ行目のゲート線から、ｎ行目の
ゲート線まで、順次走査する。このようにして、表示スクリーンの表示領域が互いに異な
る表示モードにおいて作動するように制御して、各表示モードにおいての表示領域のサイ
ズが互いに異なるようにする効果を得た。
【０１２５】
本発明は、第１の、第２の、第３の等の用語により各種の情報を説明しているが、それら
の情報は上記用語に限られない。これらの用語は、同じ種類の情報同士を区分するための
ものに過ぎない。例えば、信号線が複数本あると、「第１」は、複数本の中の何れかの１
本を示し、「第２」は、複数本の中のもう１本を示す。
【０１２６】
当業者は、明細書を検討して本発明を実施した後、本発明の他の実施例を容易に考え出す
ことができる。本願は、本発明のいずれの変形、用途、又は適応的な変更をカバーするこ
とを意図しており、これらの変形、用途、又は適応的な変更は、本発明の一般的な原理に
従い、また、本発明は公開していない当該技術分野の公知の知識又は通常の技術手段を含
む。明細書と実施例はただ例示として考慮され、本発明の本当の範囲と趣旨は以下の特許
請求の範囲に記載される。
【０１２７】
本発明は上記に記述され、また図面で示した厳密な構成に限定されず、その範囲を逸脱し
ない限り多様な置換えと変更を行うことができると、理解されるべきである。本発明の範
囲は添付の特許請求の範囲のみにより限定される。
【０１２８】
本願は、出願番号が２０１６１０１６１６４０．Ｘであって、出願日が２０１６年３月２
１日である中国特許出願に基づいて優先権を主張し、当該中国特許出願のすべての内容を
援用する。
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